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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理装置であって、
　前記第１の色域の色空間上における周辺部分の予め定められた領域に属する色情報を有
する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処
理手段と、
　前記信号処理手段により色域の拡大処理が行われた映像信号にのみノイズ除去処理を行
う、あるいは、前記信号処理手段により色域の拡大処理が行われた映像信号に対して色域
の拡大処理が行われなかった映像信号よりも強い強度のノイズ除去処理を行うノイズ除去
手段と、
を備えることを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項２】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理装置であって、
　前記第１の色域の色空間に属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前
記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処理手段と、
　前記信号処理手段による色域の拡大量を検出する検出手段と、
　前記信号処理手段により色域の拡大処理が行なわれた映像信号に、前記検出手段により
検出された色域の拡大量に応じた強度でノイズ除去処理を行うノイズ除去手段と、
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を備えることを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記ノイズ除去手段は、前記信号処理手段による色域の拡大量に対する色信号のゲイン
を色信号のチャンネル毎に求め、前記色信号のゲインに応じて各色信号のノイズ除去処理
の強度を変更することを特徴とする請求項２に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記ノイズ除去手段は、前記第１の色域内の全ての映像信号に対して一定量のノイズ除
去処理を行い、前記信号処理手段により色域の拡大処理を行った映像信号については色域
の拡大量に応じてノイズ除去処理の強度を強めることを特徴とする請求項１に記載の映像
信号処理装置。
【請求項５】
　前記ノイズ除去手段は、前記信号処理手段により色域の拡大処理を行った映像信号の輝
度成分に対してもノイズ除去処理を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の映像
信号処理装置。
【請求項６】
　前記ノイズ除去手段で行なわれるノイズ除去処理とは、時間方向の平滑化処理、又は空
間方向の平滑化処理、又はそれらの組み合わせであることを特徴とする請求項１または２
に記載の映像信号処理装置。
【請求項７】
　前記ノイズ除去手段は、映像信号に時間的変化が無い場合、前記空間方向の平滑化処理
のみを行うことを特徴とする請求項６に記載の映像信号処理装置。
【請求項８】
　前記ノイズ除去手段で行なわれるノイズ除去処理とは、圧縮符号化による符号化ノイズ
除去処理であることを特徴とする請求項１または２に記載の映像信号処理装置。
【請求項９】
　前記符号化ノイズ除去処理とは、符号化によるブロックノイズを除去するデブロッキン
グフィルタ処理であることを特徴とする請求項８に記載の映像信号処理装置。
【請求項１０】
　前記符号化ノイズ除去処理とは、符号化によるモスキートノイズを除去するモスキート
除去フィルタ処理であることを特徴とする請求項８に記載の映像信号処理装置。
【請求項１１】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理方法であって、
　信号処理手段が、前記第１の色域の色空間上における周辺部分の予め定められた領域に
属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大
処理を行う信号処理工程と、
　ノイズ除去手段が、前記信号処理工程により色域の拡大処理が行われた映像信号のみに
ノイズ除去処理を行う、あるいは、前記信号処理工程により色域の拡大処理が行われた映
像信号に対して色域の拡大処理が行われなかった映像信号よりも強い強度のノイズ除去処
理を行うノイズ除去工程と、
を備えることを特徴とする映像信号処理方法。
【請求項１２】
　第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信
号に変換する映像信号処理方法であって、
　信号処理手段が、前記第１の色域の色空間に属する色情報を有する映像信号に対して彩
度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処理工程と、
　検出手段が、前記信号処理工程における色域の拡大量を検出する検出工程と、
　ノイズ除去手段が、前記信号処理工程において色域の拡大処理が行なわれた映像信号に
、前記検出工程において検出された色域の拡大量に応じた強度でノイズ除去処理を行うノ
イズ除去工程と、
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を備えることを特徴とする映像信号処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号処理装置に関し、特には広い色域を持つディスプレイ装置での映像
表示における色域拡大処理による色信号Ｓ／Ｎ劣化防止のためのノイズ除去処理に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映像表示デバイスおよび信号処理技術の進歩により、従来より広い色域を持つデ
ィスプレイ装置が登場している。このようなディスプレイ装置で扱う色再現領域として従
来より広い色域をもつｘｖＹＣＣなどが提案されている。
【０００３】
　図１１（ａ）はｘｖＹＣＣ色域とｓＲＧＢとして知られる従来のＢＴ．７０９で定義さ
れた色域をＹＣｒＣｂコンポーネント信号（８ビット）の色空間で表現した図である。中
央の菱形領域は浮動小数点で表現したＲＧＢの各成分が０≦Ｒ，Ｇ，Ｂ≦１．０である領
域であり、ＢＴ．７０９で定義されている色域である。周囲のドットの領域はＹＣｒＣｂ
としては取りうる信号であるが、ＲＧＢに変換した場合に負または１．０を超える信号と
なる色域でありＢＴ．７０９より広い色域部分に相当する。ＢＴ．７０９の菱形と周囲の
ドット領域を合わせた矩形領域は拡張ＹＣＣ色域の一つであるｘｖＹＣＣとして規格化さ
れている。
【０００４】
　図１１（ｂ）はＢＴ．７０９とｘｖＹＣＣの色域をＸＹ色度図上で表した図である。ｘ
ｖＹＣＣはＢＴ．７０９より広範囲な色彩を表現できることがわかる。
【０００５】
　図１１（ａ）からわかるように、ｘｖＹＣＣのうちの菱形領域はＢＴ．７０９互換領域
であるため、従来のＢＴ．７０９で撮影された映像をｘｖＹＣＣの色域を持つ表示装置で
表示した場合でも、従来の色域は影響されないという特徴をもつ。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、ｘｖＹＣＣで撮影された映像に比べ、ＢＴ．７０９で撮影された映像は
拡張部分の色域については、通常、撮影時の信号処理によってＢＴ．７０９の色域内にマ
ッピングされている。そのため、ｘｖＹＣＣに最適化されたディスプレイ装置では彩度が
低く見えるという現象があった。
【０００７】
　これを回避するため、撮影時のＢＴ．７０９の色域内へのマッピングの逆変換に近い色
域拡張を、ＢＴ．７０９準拠の映像に対して再生時に行うことにより、擬似的にｘｖＹＣ
Ｃに近い色域の映像を再現することが考えられる。
【０００８】
　図１２は色域拡張の例を示した図である。ＢＴ．７０９の境界付近で、撮影時に色域内
に収まるよう縮退されマッピングされた部分の色域を、矢印で示すように擬似的にｘｖＹ
ＣＣ色域に拡張している。
【０００９】
　この処理では色信号成分のゲインを色度によって変化させることが行われるが、一般に
高彩度側の色信号のゲインを増加させることはノイズ成分の増加を伴いＳ／Ｎの低下を引
き起こすという問題点があった。
【００１０】
　従って、本発明は上述した課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、色域の狭い
映像信号をより広い色域の映像信号に変換する場合のノイズの増加を効果的に低減するこ
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とである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係わる映像信号処理装置は、
第１の色域を有する映像信号を、前記第１の色域よりも広い第２の色域を有する映像信号
に変換する映像信号処理装置であって、前記第１の色域の色空間上における周辺部分の予
め定められた領域に属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第２の
色域への色域の拡大処理を行う信号処理手段と、前記信号処理手段により色域の拡大処理
が行われた映像信号にのみノイズ除去処理を行う、あるいは、前記信号処理手段により色
域の拡大処理が行われた映像信号に対して色域の拡大処理が行われなかった映像信号より
も強い強度のノイズ除去処理を行うノイズ除去手段と、を備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係わる映像信号処理装置は、第１の色域を有する映像信号を、前記第１
の色域よりも広い第２の色域を有する映像信号に変換する映像信号処理装置であって、前
記第１の色域の色空間に属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第
２の色域への色域の拡大処理を行う信号処理手段と、前記信号処理手段による色域の拡大
量を検出する検出手段と、前記信号処理工程において色域の拡大処理が行なわれた映像信
号に、前記検出手段により検出された色域の拡大量に応じた強度でノイズ除去処理を行う
ノイズ除去手段と、を備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係わる映像信号処理方法は、第１の色域を有する映像信号を、前記第１
の色域よりも広い第２の色域を有する映像信号に変換する映像信号処理方法であって、信
号処理手段が、前記第１の色域の色空間上における周辺部分の予め定められた領域に属す
る色情報を有する映像信号に対して彩度伸張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理
を行う信号処理工程と、ノイズ除去手段が、前記信号処理工程により色域の拡大処理が行
われた映像信号のみにノイズ除去処理を行う、あるいは、前記信号処理工程により色域の
拡大処理が行われた映像信号に対して色域の拡大処理が行われなかった映像信号よりも強
い強度のノイズ除去処理を行うノイズ除去工程と、を備えることを特徴とする。
　また、本発明に係わる映像信号処理方法は、第１の色域を有する映像信号を、前記第１
の色域よりも広い第２の色域を有する映像信号に変換する映像信号処理方法であって、信
号処理手段が、前記第１の色域の色空間に属する色情報を有する映像信号に対して彩度伸
張を行い、前記第２の色域への色域の拡大処理を行う信号処理工程と、検出手段が、前記
信号処理工程における色域の拡大量を検出する検出工程と、ノイズ除去手段が、前記信号
処理工程において色域の拡大処理が行なわれた映像信号に、前記検出工程において検出さ
れた色域の拡大量に応じた強度でノイズ除去処理を行うノイズ除去工程と、を備えること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、色域の狭い映像信号をより広い色域の映像信号に変換する場合のノイ
ズの増加を効果的に低減することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適な実施形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わる映像信号処理装置の色域拡大処理回路の概略
構成を示す図である。本実施形態では映像信号として輝度信号Ｙ、色差信号Ｃｒ，Ｃｂか
らなる映像信号を用いた場合を例示して説明するが、本発明が対象とする映像信号形式は
これに限定されるものではない。
【００１７】
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　図１において、端子１０１，１０２，１０３からは各々Ｙ，Ｃｒ，Ｃｂの映像信号が入
力される。色域拡大回路１０６では、例えば図２（ｂ）で示すようにＢＴ．７０９の色域
（第１の色域）からｘｖＹＣＣの色域（第２の色域）への拡大処理が行われる。
【００１８】
　ここでの色域拡大処理は、図２（ａ）で示すようにＢＴ．７０９色域とｘｖＹＣＣ色域
の色空間上の色域境界付近（周辺部分）の色度（色情報）を持つ色信号に対してのみ行わ
れる。これはより広い色域を持つ色空間から狭い色域の色空間に変換する一般的な色空間
変換処理の逆変換に相当する。すなわち、本来ｘｖＹＣＣという広い色域の信号をＢＴ．
７０９の色域（第１の色域内）に収まるように縮退する際、元々色域内である信号への影
響を低減するために色域境界付近の高彩度側でのみ縮退処理が行われたという前提に基づ
く。そして、縮退された信号に相当するＢＴ．７０９中の部分色域（図２（ａ）の色域拡
張適用領域に相当）をｘｖＹＣＣ色空間内に拡張する。ここでは、ＢＴ．７０９で表現可
能な色域とｘｖＹＣＣの色域の色域境界から所定の色差範囲ΔＥ内である部分色域が色域
拡張の対象となり、ＢＴ．７０９からｘｖＹＣＣへの色域拡張の際に彩度伸張が行われる
。
【００１９】
　一般的な色空間変換処理としては、映像信号を輝度、色相、彩度の３次元の色空間に変
換し、色相を保存して彩度を圧縮伸張するなどの方法がよく知られている。ここでは色相
を保存して彩度を伸張し、かつ伸張の度合いを色域境界からの距離に比例させた例につい
て説明する。これは一般的な色域の縮退処理において、色域からはみ出た部分の彩度量に
比例した圧縮率により色域内に収まるよう色域変換が行われることの逆変換に相当する。
【００２０】
　図３（ａ）は、色域境界からの彩度方向の距離ΔＢに比例した伸張量の変化を示す図で
ある。ａは色域拡張適用領域の境界に位置する色度をもった信号であり、彩度伸張は行わ
れない。ｂ，ｃ，ｄは色域拡張適用領域内の信号であり、色域境界からの彩度方向の距離
に比例して彩度伸張が行われる。
【００２１】
　図３（ｂ）は、ある色相をもつ信号について彩度の変化に対する色域拡大の様子を示し
たグラフである。ＢＴ．７０９の色域境界付近の所定の彩度以上の信号（色域拡張適用領
域に相当）は色域境界からの彩度方向の距離に応じて彩度が伸張される。
【００２２】
　図１における１０７は彩度伸張量検出回路であり、前述の、色域境界からの彩度方向の
距離に応じた彩度伸張量を検出する。
【００２３】
　１０８は色域拡大量制御回路であり、端子１０４から供給される色域拡大量制御信号の
値と端子１０５から供給される映像信号の色空間情報によって、映像信号の色域および拡
大後の目標色域から、彩度伸張の基準となる色域境界と色域拡張適用領域、境界との彩度
方向距離に対する伸張比率を設定することによって色域拡大回路１０６、彩度伸張量検出
回路１０７を制御する。例えば入力映像信号の色域がｓＲＧＢであり、拡大後の目標色域
がｘｖＹＣＣ、かつ色域拡大量が＋の値である場合に拡大量に応じた伸張比率で制御が行
われる。
【００２４】
　１０９は、本実施形態の特徴的な部分である適応色信号ＮＲ(ノイズリダクション)回路
であり、彩度伸張量検出回路１０７から供給される色域拡大による彩度伸張量に応じた強
度で色信号のノイズリダクションを行う。処理されたＹＣｒＣｂの映像信号は各々端子１
１０，１１１，１１２から出力される。
【００２５】
　図４は実線で示す彩度伸張量に応じて、点線で示す色信号ノイズリダクションの強度を
制御する（変更する）特性例を示すグラフである。
【００２６】
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　図４（ａ）では彩度伸張を行わない（色域拡張の影響を受けない）画素信号については
ノイズリダクションを行わず、彩度伸張を行った画素信号についてのみ、その伸張量に応
じた強度でノイズリダクションを適用している。
【００２７】
　図４（ｂ）は色域拡張とは別に元々所定量（一定量）のノイズリダクションを適用して
いる場合の処理の例であり、彩度伸張を行った画素信号についてはさらにノイズリダクシ
ョンの強度を強める制御が行われている。つまり、ＢＴ．７０９の色域内の色域拡張適用
領域内に属する映像信号に対するノイズ除去の強度を、ＢＴ．７０９の色域内のそれ以外
の領域に属する映像信号に対するノイズ除去の強度よりも強くしている。
【００２８】
　図５、図６に代表的なノイズリダクション処理回路の例を示す。
【００２９】
　図５（ａ）は空間フィルタによる平滑化を用いたノイズリダクション回路の例である。
端子５０１から入力された映像信号の対象画素値は空間フィルタ（ＳＰＦ）回路５０２に
おいて係数を乗じられる。そして、同じく係数を乗じた周囲画素値と加算されることによ
って空間的な（空間方向の）平滑化処理が行われ、端子５０５から出力される。
【００３０】
　図５（ｂ）は３×３の空間フィルタにおける対象画素ｅと周囲画素ａ～ｄ、ｆ～ｉの関
係を示す図である。
【００３１】
　係数設定回路５０４はフィルタ特性選択入力５０３の値に応じて空間フィルタ係数を設
定する。この係数値により空間フィルタの周波数帯域や強度の特性を制御することが可能
である。本実施形態の適応色信号ＮＲにこの空間フィルタを用いる場合は、この係数を彩
度伸張量に応じて制御することによりノイズリダクション強度を制御することができる。
【００３２】
　また、ノイズリダクション強度として空間フィルタの掛かり具合のみを制御する場合は
、係数まで制御する必要はなく、図５（ａ）の空間フィルタ回路からの出力と元信号との
ミックス比率を可変するだけでもよい。また、空間フィルタ自体が、ε－フィルタとして
知られるような元信号の振幅に対する非線形特性をもたせたものであってもよい。
【００３３】
　図６は時間フィルタによる時間方向の平滑化を用いたノイズリダクション回路の例であ
る。
【００３４】
　端子６０１から入力された映像信号の対象画素値は減算回路６０２においてフレームメ
モリ６０７の出力が減算され、時間的に１フレーム前の画素との差分値となる。係数設定
回路６０５は、係数選択入力６０４の値に応じて差分値に対する係数を係数乗算回路６０
３に供給する。係数乗算回路６０３では上記の差分値に係数設定回路６０５から供給され
た係数が乗算され、加算回路６０６においてフレームメモリ６０７から供給される１フレ
ーム前の画素に加算され、端子６０８から出力される。
【００３５】
　係数設定回路６０５により設定される差分値に対する係数を１より小さくすることによ
り、時間的な平滑化効果が得られ、フレーム毎に変動するランダムノイズ成分を抑圧する
ことができる。本実施形態での適応色信号ＮＲにこの時間フィルタを用いる場合は、この
係数を彩度伸張量に応じて制御することによりノイズリダクション強度を制御することが
できる。ノイズリダクションとして時間フィルタを用いる場合、残像現象を抑圧するため
に差分信号の振幅に応じて係数を非線形に制御する方式が知られているが、本実施形態の
適応色信号ＮＲでも同様の非線形処理を行ってもよい。
【００３６】
　なお、本実施形態では、映像信号に時間的変化が無い場合、上記の空間方向の平滑化処
理のみを行う。
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【００３７】
　また、本実施形態の適応色信号ＮＲはこれらのランダムノイズリダクションのみならず
、圧縮符号化による符号化ノイズを除去する符号化ノイズリダクション等でもよい。また
、映像表示方式に依存するディスプレイ内部のノイズリダクション等の、特定用途のノイ
ズリダクション処理であってもかまわない。
【００３８】
　例えば、近年映像信号圧縮の主流となっているＭＰＥＧ系のブロック符号化においては
ブロック境界に発生する特有の符号化歪を除去するブロックノイズリダクション（デブロ
ッキングフィルタ処理）や、画像中のハイコントラストのエッジ近傍に発生するモスキー
トノイズリダクション（モスキート除去フィルタ処理）が有効であることが知られている
。これらの符号化ノイズリダクション（符号化ノイズ除去処理）の強度を彩度伸張量に応
じて制御することにより、色域拡大によってこれらの特定ノイズが強調され画質劣化を引
き起こすことを防止することができる。
【００３９】
　図７はブロックノイズリダクションが適応される符号化ブロック境界画素の配置を示す
図である。符号化ノイズリダクションの詳細については本実施形態の特徴説明に直接関係
しないため説明は省略する。
【００４０】
　以上述べたように、本実施形態では、ｓＲＧＢ等の色域をもつ映像信号を、ｘｖＹＣＣ
等のより広い色域を持つ映像信号に変換するための色域拡大処理を行う際、色域拡大を行
った画素の色信号に彩度伸張量に応じたノイズ除去処理を行う信号処理手段を備える。こ
れにより、色域拡大処理にともなう映像信号のＳ／Ｎ劣化を効果的に低減することが可能
である。
【００４１】
　また、本実施形態のノイズ除去処理は、一般的なノイズリダクションとは異なり、色域
拡大量に応じて行われるため、色域拡大が適用されない画素についてはノイズリダクショ
ン処理による影響が無いことも特徴である。
【００４２】
　（第２の実施形態）
　図８は、第２の実施形態に係わる色域拡大処理回路の概略構成を示した図である。
【００４３】
　図８において、端子８０１，８０２，８０３からは各々Ｙ，Ｃｒ，Ｃｂの映像信号が入
力される。色域拡大回路８０６では、第１の実施形態のように例えばＢＴ．７０９の色域
からｘｖＹＣＣの色域への拡大処理が行われる。色域拡大の内容と色域拡張適用領域、彩
度伸張量の説明は第１の実施形態と重複するので省略する。
【００４４】
　８０７は彩度伸張量検出回路であり、第１の実施形態で説明したように、色域境界から
の彩度方向の距離に応じた彩度伸張量を検出する。
【００４５】
　８１３は色信号チャンネルゲイン検出回路であり、彩度伸張量検出回路８０７から供給
される彩度伸張量を、本実施形態の色域拡大処理回路で扱う映像信号チャンネル毎のゲイ
ン情報に変換する。
【００４６】
　図９は彩度伸張量から映像信号チャンネルゲインへの変換を示す図である。
【００４７】
　本実施形態では、説明を簡単にするために、彩度伸張処理を、Ｌａｂ空間において色相
を変化させずに彩度方向に伸張して行う例を示す。
【００４８】
　図９（ａ）はＬａｂ空間での色相を保存した彩度伸張を示す図である。この彩度伸張に
対して実際の信号処理では処理する色信号系に対して対応するゲインを掛ける処理が行わ
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れる。
【００４９】
　彩度伸張に対するＣｒ、Ｃｂの色信号についてのＣｒ、Ｃｂの各チャンネルに対する適
応ゲインは異なるため、映像信号チャンネル毎のゲイン情報に変換する必要がある。図９
（ｂ）はこれを示す。実際の彩度伸張は、色相保存によるものだけではなく複雑な処理を
加えたものも存在するが、伸張処理を行う色空間と処理内容が決まれば実際の映像信号チ
ャンネルに対するゲイン情報は一義的に求めることができる。
【００５０】
　８０８は色域拡大量制御回路であり、端子８０４から供給される色域拡大量制御信号の
値と端子８０５から供給される映像信号の色空間情報によって、映像信号の色域および拡
大後の目標色域から、彩度伸張の基準となる色域境界と色域拡張適用領域、境界との彩度
方向距離に対する伸張比率を設定することによって色域拡大回路８０６、彩度伸張量検出
回路８０７を制御する。
【００５１】
　８０９は本実施形態の特徴的な部分である適応色信号ＮＲ回路であり、彩度伸張量検出
回路８０７から供給される色域拡大による彩度伸張量に応じた強度で色信号のノイズリダ
クションを行う。彩度伸張量に応じての色信号ノイズリダクション制御特性例は図４と同
じであり、前述の第１の実施形態の説明と重複するので省略する。処理されたＹＣｒＣｂ
の映像信号は各々端子８１０，８１１，８１２から出力される。
【００５２】
　以上述べたように、本実施形態では、ｓＲＧＢ等の色域をもつ映像信号を、ｘｖＹＣＣ
等のより広い色域を持つ映像信号に変換するための色域拡大処理を行う際、色域拡大を行
った画素の色信号に、色域拡大処理による映像信号の各チャンネルに対するゲイン量に応
じたノイズ除去処理を行う信号処理手段を備える。これにより、色域拡大処理にともなう
映像信号のＳ／Ｎ劣化を効果的に低減することが可能である。
【００５３】
　また、本実施形態のノイズ除去処理は、一般的なノイズリダクションとは異なり、色域
拡大量に応じて行われるため、色域拡大が適用されない画素についてはノイズリダクショ
ン処理による影響が無いことも特徴である。
【００５４】
　（第３の実施形態）
　図１０は、第３の実施形態に係わる色域拡大処理回路の概略構成を示す図である。
【００５５】
　図１０において、端子１００１，１００２，１００３からは、各々Ｙ，Ｃｒ，Ｃｂの映
像信号が入力される。色域拡大回路１００６では、第１の実施形態のように例えばＢＴ．
７０９の色域からｘｖＹＣＣの色域への拡大処理が行われる。色空間拡大の内容と色域拡
張適用領域、彩度伸張量の説明は第１の実施形態と重複するので省略する。
【００５６】
　１００７は彩度伸張量検出回路であり、第１の実施形態で説明したように、色域境界か
らの彩度方向の距離に応じた彩度伸張量を検出する。
【００５７】
　１００８は色域拡大量制御回路であり、端子１００４から供給される色域拡大量制御信
号の値と端子１００５から供給される映像信号の色空間情報によって、映像信号の色域お
よび拡大後の目標色域から、彩度伸張の基準となる色域境界と色域拡張適用領域、境界と
の彩度方向距離に対する伸張比率を設定することによって色域拡大回路１００６、彩度伸
張量検出回路１００７を制御する。
【００５８】
　１００９は本実施形態の特徴的な部分である適応色信号ＮＲ回路であり、彩度伸張量検
出回路１００７から供給される色域拡大による彩度伸張量に応じた強度で色信号のノイズ
リダクションを行う。
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　１０１６は本実施形態の特徴的な部分である適応輝度信号ＮＲ回路であり、彩度伸張量
検出回路１００７から供給される色域拡大による彩度伸張量に応じた強度で輝度信号（輝
度成分）のノイズリダクションを行う。
【００６０】
　処理されたＹＣｒＣｂの映像信号は各々端子１０１０，１０１１，１０１２から出力さ
れる。
【００６１】
　彩度伸張処理の方式によっては色域拡大によって輝度信号ゲインが変化する処理もあり
、この場合には本実施形態の適応輝度信号ＮＲ回路が有効である。
【００６２】
　また輝度信号ゲインが変化しない処理であっても、色信号ゲインが変化することにより
輝度信号のブロックノイズ等が視覚的に強調される場合もあり、この場合にも本実施形態
の適応輝度信号ＮＲ回路は有効である。特にＭＰＥＧ等の再生画質改善のために行うブロ
ックノイズリダクションの強度を本実施形態の構成によって変化させることは、色域拡大
後の画質向上に有効である。
【００６３】
　以上述べたように、本実施形態では、ｓＲＧＢ等の色域をもつ映像信号を、ｘｖＹＣＣ
等のより広い色域を持つ映像信号に変換するための色域拡大処理を行う際、色域拡大を行
った画素の色信号および輝度信号に、色域拡大処理量に応じたノイズ除去処理を行う信号
処理手段を備える。これにより、色域拡大処理にともなう映像信号のＳ／Ｎ劣化を効果的
に低減することが可能である。
【００６４】
　また本実施形態のノイズ除去処理は、一般的なノイズリダクションとは異なり、色域拡
大量に応じて行われるため、色域拡大が適用されない画素についてはノイズリダクション
処理による影響が無いことも特徴である。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の第１の実施形態に係わる色域拡大処理回路の概略構成を示す図である。
【図２】色域拡大処理の例を示す図である。
【図３】信号の彩度に応じた色域拡大処理の例を示す図である。
【図４】彩度伸張量に応じたノイズリダクション強度制御の例を示す図である。
【図５】空間フィルタによるノイズリダクション回路の例を示す図である。
【図６】時間フィルタによるノイズリダクション回路の例を示す図である。
【図７】ブロックノイズリダクション適用画素の例を示す図である。
【図８】第２の実施形態に係わる色域拡大処理回路の概略構成を示した図である。
【図９】彩度伸張量に対する色信号ゲインの例を示す図である。
【図１０】第３の実施形態に係わる色域拡大処理回路の概略構成を示した図である。
【図１１】色域の狭い色再現領域と色域の広い色再現領域の関係を示した図である。
【図１２】色域拡大処理を示す図である。
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